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登録リスト（該当：13件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 松平氏とゆかりのある上田のスポット]	松平氏とゆかりのある上田のスポット	　上田を治めた松平氏にゆかりのあるスポットを載せたマップを作製した。今まで紹介してきた記事に加え、4つのスポットをマップに加えた。
　信濃国分寺の三重塔修復で紹介した松平忠周であるが、彼は正徳2年（1712）5月に山家神社の社殿を、正徳4年（1714）8月には紺屋町八幡神社の社殿も修復している（ただ、どちらの修復も三重塔修復より前の時代になる）。上田に引っ越してきて間もない忠周は、古くから上田住民の心の拠り所となってきた上記の神社仏閣を修復することで、上田領民の信用・信頼を得ようとしたのではないか、と私は考える。加えて、これから先、領内で天災や大きな事件が起こらないように、と土着の神仏に願かけをする気持ちもあったと思う。
　山家神社であるが、額縁の『山家神社』という字は、上田最後の藩主で、知	2024-01-30
	2	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は上田城本丸跡に位置していて、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。なかでも松平家は真田氏、仙石氏のあと、江戸時代の中期から明治時代の廃藩に至るまで、七代で160年以上上田城主であり続けました。そのため、眞田神社は松平（しょうへい）神社と称されていました。
@上田市二の丸1-12	2024-01-15
	3	[image: 4代松平忠済と藩主居館の門]	4代松平忠済と藩主居館の門	　これは歴代の上田藩主が住んでいた居館の表門である。寛政1年(1789)にこの門と居館は全焼したが、松平忠済(ただまさ)が翌年に再建させている。
　瓦屋根の軒の両端を見てほしい。上田藩松平家の家紋「五三の桐紋」があしらわれた瓦が取り付けられている。屋根の棟板金を見てほしい。ここにもまた家紋の飾りが2つ取り付けられている。家紋の瓦からは、この門が持つ格式の高さが感じられる。門の両側には、白い塀がずらっと続いている。何だか「居館」というよりも「お寺」のイメージを彷彿とさせる。軒下には雨樋が付いている。化合した金属で作られたものだろう。江戸時代だったら、木材や竹で雨樋を作っただろうから、この樋は最近のものだろう。
　門だけでなく雨樋や塀、屋根の状態などを見ると面白いだろう。	2023-11-25
	4	[image: 松平忠固]	松平忠固	松平家は仙石氏3代の後に上田藩主を務める事になった家である。その中でも特に功績を残したのが忠固であるといえるだろう。忠固は上田藩主だけでなく当時の江戸幕府老中も務めており、条約の締結や、開国が成された際に上田の特産物を貿易に用いようと提案した人物でもある。

参考サイト
上田市立博物館
https://museum.umic.jp/hakubutsukan/ueda-castle-history/03/
松平忠固史
https://www.matsudairatadakata.com/	2023-01-28
	5	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。しかし、もともとは松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平神社と呼ばれていました。
4枚目の写真は城内唯一の大井戸で、この井戸の抜け穴は白の北方、太郎山麓や藩主居館跡にも通じていたとの伝説があります。	2022-12-05
	6	[image: 眞田神社]	眞田神社	　眞田神社は上田城本丸跡に鎮座しており、真田氏、仙谷氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。しかし、本来は松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平（しょうへい）神社と称していた。

　松平家は、真田氏、仙谷氏のあと、江戸時代中期から明治の廃藩に至るまで7代160余年の長きにわたる上田藩主であった。
　上田藩主となった系統の藤井松平氏の初代忠晴公は、隠退後は忠山と号した。寛文9年（1669）に亡くなった。忠山公の御墓所は京都の金戒光明寺にあり、京都に忠山公の御霊をまつる忠山社が設けられてもいた。これが眞田神社の起源となっている。

　明治維新の変革の中、国に接収された上田城もまもなく民間に払い下げられ、城跡は急速に桑園・麦畑などに変化していった。そのような情勢の中で、旧上田藩士や	2022-11-30
	7	[image: 上田藩士・山口毅（平太郎）]	上田藩士・山口毅（平太郎）	山口毅（つよし、通称:平太郎、号:玄山）1818年（文政元）－1873年（明治6）
山口家は初代権兵衛が1673年（延宝元）に召し出されてより代々上田藩士で、毅は６代目。松平忠礼が藩主を継いだ後、塩崎の旗本松平家へ養子となった弟の忠厚について塩崎知行所代官として仕える。明治維新後は権大参事職。明治２年に忠礼の御婚姻御用掛、明治４年には翌年にアメリカ留学を控えた忠礼と忠厚の御修行御供を命じられたが、病気のため次男の山口慎（別のファイル）に後を託し退職する。明治６年、東京の旧藩邸で死去、56才。	2022-05-10
	8	[image: 山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）]	山口慎『白露日記』改訂・現代語訳（明治中期のペルー日記）	私の曾祖父・山口慎の『白露日記』（明治22－23年）の現代語訳を今回少し改訂しました。上田藩出身の武士道精神は潔く、故郷の多くの方に知っていただければと思います。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で、明治5年に松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後、東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営みました。明治２２年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』として残します。明治４５年、旧藩主・松平家の財政再建を頼まれ、東京の松平邸に移り住んで私財を投げうつも病いに倒れました。

五味篤氏の『銀嶺のアンデス』、板谷敏彦氏の『小説高橋是清』でも取り上げられた日記です。	2023-05-20
	9	[image: 山口慎『白露日記』原本]	山口慎『白露日記』原本	激動の明治時代を生きた上田出身の私の曾祖父・山口慎について上田の方々に知っていただけたらと思い投稿します。別ファイルに現代語訳があります。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で明治5年松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後は東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営む。明治22年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』に残す。明治４５年には松平家から財政再建を頼まれて、東京の松平邸に移り住み私財を投げ打つが病いに倒れた。	2022-05-07
	10	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(4)上田と横浜の歴史アラカルト]	日本シルクロード講座・横浜編(4)上田と横浜の歴史アラカルト	2011年10月29日　会場：北仲BRICK（横浜、旧帝蚕倉庫事務棟）
講座「上田と横浜の歴史アラカルト」ダイジェスト版


３分で講座の概略を掴むことができます。

講座「上田と横浜の歴史アラカルト」ノーカット版


45分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(4)上田と横浜の歴史アラカルト、横浜まちあるきのみどころ
講師：
　前川道博(長野大学企業情報学部准教授、蚕都上田プロジェクト事務局長)
　水島久光（東海大学文学部教授、北仲スクール）
特別ゲスト：
　浦辺信子	2021-07-11
	11	[image: 日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版]	日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版	
ダイジェスト版25分　2011年10月29日　会場：北仲BRICK（旧帝蚕倉庫事務棟、横浜）
提供：蚕都上田プロジェクト

横浜を訪ねて上田を知る。蚕都上田全盛時の生糸貿易とゆかりのある歴史的建造物「旧帝蚕倉庫」（信州の生糸が貯蔵された倉庫）の事務棟を会場に横浜と上田の人々がお互いの地域の歴史を学びあいました。

講座内容
(1)新しい地域学習のすすめ　講師：前川道博(長野大学准教授)、水島久光(東海大学教授)
(2)横浜開港と生糸貿易　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)
(3)日本初の生糸輸出は信州上田から　講師：阿部勇さん(上田歴史研究会会長)
(4)上田と横浜の歴史アラカルト
　講師：前川道博＋水島久光　ゲスト：浦辺信子（上田藩松平家直系御子孫）

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書	2021-07-11
	12	[image: 真田神社]	真田神社	上田城本丸跡に鎮座するこの真田神社は、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。
しかし、もともとは松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平神社と称していました。
神社の近くには、実際に昔使われていた井戸や巨大な兜、真田幸村の像などがあります。
個人的には、神社前の門や兜が記憶に強く残っています。	2021-04-25
	13	[image: 上田藩主/老中・松平忠固の墓]	上田藩主/老中・松平忠固の墓	2018/05/10、願行寺にある松平忠固の墓を訪れました。上田藩主・松平忠固(1812～1859)は２度に渡り、老中をつとめた人物です。老中の職にあった時に、日米和親条約(1854年締結)、日米修好通商条約(1858年締結)を結んだことの功績は極めて大きい。日本が列強と互角に対し、列強並みの好条件で列強と貿易協定を結んだことは、その後の日本の近代化を決定づけたと言ってもいい。貿易を推進し、殖産興業を推進しました。

上田における松平氏に対する関心の低さは、この墓の状況が端的に物語っています。かつての願行寺は上田城と対峙するように大手町～海野町の旧城下町のメインストリートの対極に位置し、海野町の通りはその門前のように位置していました。しかし、その道筋が真っ直ぐに貫通し、願行寺の真ん中は道路によって分断されました。さら	2020-07-18
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